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令和６年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 
 

学校番号 ７３ 学 校 名 浜松湖東高等学校 記 載 者 猿田かおる 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）   

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 

自ら学ぶ習慣を育成

し、確かな学力を伸長

させる。 

自分自身の苦手箇

所を正確に把握

し、自分に合った

学習を進められる

生徒 70％以上 

 B B 

進学においては、年内入試への希

望が今後も多くなるので、一般選

抜に対応できるような学力をつ

け、知識の定着をはかるのは難し

くなる。また、年内に進路決定後、

学習へのモチベーション低下を

防ぐ、手立てが必要になる。 

探究的な学びを推進す

る。 

自分の最適解や納

得解など考えを表

現できると答える

生徒 70%以上 

 A 

 

 

 

A 

各教科で言語活動やペアワーク、

探究活動を通じて、生徒が意見を

まとめて発表することに自信を

つけたことは、Ａ評価に値する。 

来年度、総合的な探究の時間の教

材を現実的な課題にて、実際に地

元の企業人と接して解決してい

く試みを行うことは、非常に良

い。 

「時を守り、場を清め、

身を正す」指導をすす

め、規範意識を醸成す

る。 

校内における私物

の管理 (机上やロ

ッカーの上等に放

置しない)ができ

る生徒 95％以上 

 B 

 

 

B 

校内における私物の管理を 95％

以上の生徒ができるように、ま

た、クラス全体、学校全体に意識

が向くようにしていくために継

続的・計画的な指導をお願いした

い。 

「生活面(服装・頭

髪等)はしっかり

している」と答え

る生徒 85％以上 

 A 

 

 

A 

達成状況 92%と、目標値を大きく

上回ることができており、生徒ア

ンケートでも肯定ポイントが最

も高い。時と場を考えて行動でき

る生徒が増えており、概ね落ち着

いた生活を送っていることはＡ

評価に値する。 

生徒が主体的に将来設

計できるような進路指

導を推進する。 

自分自身の実力を

正確に把握し、自

分に合った進路を

決められる生徒  

80％以上 

 A 

 

 

A 

2割の生徒たちが、一般選抜で自

分の進みたい進路先に合格する

ことができるかが課題である。大

学入学共通テストを含め、一般選

抜について 1年次からの対策が

必要になる。 

本校の進路指導に

対して満足と感じ

る卒業生 90％以上 

 B 

 

 

B 

年内入試（総合型選抜・学校推薦

型選抜）での受験指導について、

より内容の充実を図っていただ

きたい。さらには、一般選抜に対

応する指導への充実も合わせて
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図っていただきたい。 

ア 

全員が積極的に関り、

主体性や社会性を育

む。 

部活動に積極的に

取り組んでいる生

徒 80％以上 

・各部活動による

奉仕活動 年 1 回

以上 

 B 

 

 

 

B 

多数の生徒が、県大会、東海大会、

全国大会に出場し、コンクール等

でも輝かしい実績を残すことが

できたことは、評価に値する。学

びと合わせて、部活動において、

校内に活気あふれさせていただ

きたい。 

生徒会行事等は生

徒自らの企画・実

行により行われて

いると感じる生徒 

80％以上 

 B 

 

 

 

B 

生徒会がアイディアを出しなが

ら、行事のマンネリ化を防ぎ、楽

しく主体的に活動できる場がで

きたことは、評価に値する。 

生徒会活動に対する関わりはこ

の三年ポイントが下がっている

ものの、学校行事については満足

感を感じている生徒が多い。 

一人ひとりが、諸活動

に前向きに参加し、他

者との関わりの中で自

己肯定的感を醸成す

る。 

本校の教員は自分

のことを認めてく

れていると感じる

生徒 80％以上 

 A 

 

 

 

A 

達成状況 82％と生徒は自分のこ

とを認めてくれると評価してい

る。引き続き「ほめる・認める」

意識を高め、続けていただきた

い。 

Instagramにも卒業生からお世

話になった先生へのメッセージ

が寄せられており先生と生徒の

信頼感関係は良好と推察する。 

学校に安全・安心

の場があると答え

る生徒  80％以上 

 B 

 

 

 

B 

教員・カウンセラーなど丁寧に関

わっているが、目標達成に至って

いない。生徒同士の人間関係に不

安があるのではないか。 

担任、学年主任、相談室担当、養

護教諭など関係職員間で情報共

有が丁寧に行われ、スムーズな連

携が図れたことは、評価に値す

る。 

広い視野で物事を考え

ることができるよう、

読書活動の充実を図

る。 

朝読書や授業を含

め学校や家庭で読

書に取り組めたと

答える生徒 80％

以上 

 B 

 

 

 

 

 

B 

長い人生のなかで様々な岐路に

たったとき、また困難にぶつかっ

たとき、より良い判断ができた

り、選択肢が増えたりすることが

期待できることを PRするとよい

のではないか。 

活字離れが叫ばれている現況に

おいて、読書への概念、意識の変

容を図っていかなければならな

い項目である。効果的な読書への

運用が図れるようはたらきかけ

ていただきたい。 
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イ 

研修の充実を図り、そ

の成果を共有すること

で、指導力の向上を図

る。 

授業見学、授業改

善及び学習評価の

校内研修、校外研

修の内容を共有

し、授業で実践し

た教職員 70％以

上 

 B 

 

 

B 

「授業内で実践した」教員の割合

が、70％以上になるように、共有

した内容を含め、授業内で実践で

きるよう、授業改善の充実を図

り、授業参観ウィークなどを工夫

して引き続き進めていただきた

い。 

内規・各種規定の整理

を行い、効果的な指導

方法を検討する。 

点検した内規・規

定 100％ 

各事業の目的の明

確化 100% 

 B 

 

B 

各内規、PTA 会則など、見直し

や改訂を進め、文書事務など業務

のデジタル化、スリム化に取り組

むことができたことは、評価に値

する。 

保護者、県民等への広

報活動を充実する。 

ホームページとイ

ンスタグラム更新

合計回数 

年 200回以上 

 

行事開催の案内通

知と併せたメール

送信やオンライン

配信の実施 

 A 

 

 

 

 

A 

Instagramは登録をしており、学

校の活動の様子を拝見する。非常

に面白く、学校内外に発信できて

いる。 

イ 

PTA・後援会・同窓会と

連携した教育環境の整

備を図る。 

良い環境で学習・

部活動ができてい

ると感じる生徒 

70％以上 

 A 

 

 

A 

外郭団体と連携し、教員の要望等

に対しては可能なものから実施

するなど学習・部活動環境等の整

備を進め、生徒からの評価も

75％と目標値を 5％上回ったこ

とは、Ａ評価に値する。 

施設設備の充実を図

る。 

危険性の早期把

握、迅速な対策、

及び利便性の向上 
 B 

 

 

 

 

 

B 

危険個所の対応が遅れた場合の

リスクを猛烈にアピールするな

どし、予算的な問題もあろうかと

推察するが、危険個所の把握、記

録、迅速な応急措置等を実施し

て、施設設備の充実を図っていた

だきたい。 

校舎のみならず付帯施設、樹木等

の老朽化が県内各高校で見られ

るが、予算不足により改善されな

い状況が見られるが、生徒の安全

のためにも一刻も早く改善され

たい。 

ウ 

校内業務が、職員にと

って過重な負担となら

ないよう、業務の見直

しと改善を行う。 

業務の見直しにつ

いて、小グループ

（分掌・学年等）

での検討  

月１回以上 

全体での検討 

年２回以上 

A 

 

 

 

A 

分掌会議の時間を時間割に組み

込むことにより、業務見直しを図

るための機会を確保し、目標値を

クリアしていることは、Ａ評価に

値する。 
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完全退勤時刻 

（20時）の遵守 

各自定時退勤 

（16:45） 

週１回以上 

 A 

 

A 

職員全体や職員個人にこまめに

声掛けを行い、長期休業中は定時

退勤を実施でき、目標値をクリア

していることは、Ａ評価に値す

る。 

 


